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Abstract 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 
このテクニカルノートではMashupのコンセプトと、4D Web 2.0 Packに含まれる4D Live 
Windowプラグインを使用することにより、Mashupがどのように4th Dimensionを拡張す

るかについて説明します。例題データベースはプラグインの多彩な機能を紹介し、他の利用

方法についてのヒントを提供します。 
 
 
What is a Mashup? 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 
エキサイティングに成長を続けるWorld Wide Webの世界において、私たちは情報を提示す

るまったく新しい方法の目撃者になろうとしています。Web2.0と称されるこの新世代の技

術は、Webサイトの内容や機能をサードパーティーデベロッパに提供することで、リッチな

ユーザエクスペリエンスを提供します。Google, eBay, Yahoo, そしてAmazonなどの有名

企業により公開されたApplication Programming Interfaces (API’s) は、デベロッパの創

造的なアイデアに基づくカスタムWebサイトやアプリケーションの構築を可能とします。 
 
これらの新しいWebサイトやアプリケーションはしばしば“Mashup”を使用します。

Mashupは既存の情報を再利用し、必要なカスタマイズを施した上で提示する方法です。4D
を使用して、開発者は彼らのデータベースとこの新しいリッチで再利用可能なコンテンツを

Mashupさせることができます。 
 
http://en.wikipedia.org/wiki/Mashup_(web_application_hybrid) 
 
 
What is 4D Live Window? 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 
4D Web 2.0 Packの一部である4D Live Windowは4Dのプラグインで、4Dフォームにイン

ターネットブラウザを組み込むことを可能にします。これにより4DデータベースにWebベー

スのコンテンツを追加できるようになり、フォームにリッチで最新の情報を表示できるよう

になります。 
 
4D Live Windowにより、4Dデベロッパはデータベース中のレコードを使用して、Webペー

ジのURLを組み立て、アクセスすることができます。詳しくは後述しますが、例として顧客

の住所を使用して、Google Mapに所在地表示をさせることが考えられます。4D Live 
Windowを使用すれば、4Dフォームの顧客レコードとGoogle Mapを同居させることができ

ます。関連する情報を表示させるためにアプリケーションを切り替えるのではなく、4Dに

Webブラウザ機能を持たせることでより効率的に物事を行えるようになるのです。 
 
4D Live WindowのMashupを使用する別の例は、データベースの発送データから発送伝票

番号を取り出し、リアルタイムで配送状況を確認することです。常に最新の情報を使用する

方法を、4Dデベロッパは手に入れることになります。 
 
 
 



4D Live Window Methods 
 
現在4D Live Windowプラグインには6つのコマンドがあります: 
 
Web_Back 
Web_Forward 
Web_SetPreferences 
Web_GetURL 
Web_GetContent 
Web_SetURL 
 
このテクニカルノートでは、この中でWeb_SetURLコマンドにフォーカスをあてることにし

ます。(このドキュメントの最後にCommand List Referenceがありますので、そちらも参

照してください。) 
 
Web_SetURL 
 
Web_SetURLが最も重要なコマンドです。これを使用して4D Live Windowプラグインエリ

アにURLで取得したコンテンツをロードします。デベロッパは通常のURLだけでなく、4Dデ

ータベースから構築したURLを使用して、コンテンツをロードすることができます。 
 
 
4D Live Window Examples 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 
このセクションでは、4D Live Windowsを使用した例題を紹介します。添付されたサンプル

データベースもあわせてご覧ください。 
 
最初の例はGoogle Mapです。データベースの顧客住所情報を使用してURLを構築し、コン

テンツをロードする方法を紹介します。 
 
Getting Started 
 
4D Live Windowプラグインエリアを4Dフォームについてする方法は、他の4Dプラグイン

と同じです。まず‘4D Live Window.bundle’ プラグインが適切な場所にインストールされ

ていることを確認します。例題データベースではストラクチャと同じ階層のPlugInsフォル

ダに置かれています。データベースを開いたら、デザインモードのフォームエディタを開き

ます。下図に示すとおり、プラグインエリアツールを選択します: 
 

 
 
では4D Live Windowエリアをフォームに置きましょう。プロパティリストでプラグインエ

リアのタイプを‘4D Live Window’に設定します: 
 



 
 
次に4D Live Windowエリアを動作させるためにコードを追加します。 
 
Example 1: Google Maps 
 
Web_SetURLコマンドを使用して4D Live Windowにコンテンツをロードすることができる

ようになっています。サンプルデータベースでは、WebSetURLはOn Loadフォームイベン

トで呼ばれます。“On Load”イベントは4D live Windowにコンテンツをロードさせる典型

的な場所です。その時点で、URLの準備ができていなければなりません。この例題では、URL
にデータベースから取り出した住所情報が加えられ、Google Map検索用にフォーマットさ

れています。“On Load”フォームイベントのコードは以下のとおりです: 
 
Case of 
  ¥(Form event=OnLoad) 
    If(([Customer]Address#"")&([Customers]City#"")) 
      $url:=GetGoogleMapsURL(10) 
      $err:=WebSetURL(mybrowser;$url) 
    End if 
End case 
 
下の4Dデバッガウィンドウには、WebSetURLがコールされる時点での$urlの値を示してい

ます: 
 

 
 
URLはGoogle Mapサーバ (maps.google.comやmaps.google.co.jp)と、顧客の住所情報、

単語と単語を結ぶ“+”記号、そしてGoogle Map URLを有効なものにするための特別な文字

列が含まれています。 



 
データベースから取り出したデータを正しいURLにフォーマットする際には

GetGoogleMapsURLを使用しています。GetGoogleMapsURLはドメイン情報やデータベース

のデータから正しいURLを構築するプロジェクトメソッドです。GetGoogleMapsURLの中身

を見て見ましょう: 
 
If (Count parameters>=1) ` zoom value 
  $z:=$1 ` 10 shows address with larger area, 17 for detail street view, 7 for country view 
Else 
  $z:=15 
End if 
 
$codelang:=Get indexed string(<>StrLang;39) `fr, de ou en... 
If ($codelang="") 
  $codelang:="en" 
End if 
 
$URL:="http://maps.google.de/maps?f=q&" 
$URL:=$URL+"hl="+$codelang+"&" 
 
$address:=[Customers]Address+",+"+[Customers]City+",+" 
If ([Customers]State#"") 
  $address:=$address+[Customers]State 
End if 
 
$address:=$address+",+"+[Customers]Country 
$address:=Replace string($address;" ";"+") 
 
$URL:=$URL+"q="+$address+"&ie=UTF8&z="+String($z) ` zoom 
$URL:=$URL+"&iwloc=addr" 
 
$0:=$URL 
 
GetGoogleMapsURLメソッドはデータベースの顧客住所データを使用してGoogle Maps 
URLを構築します。以下の画像はGoogle Mapによる検索結果が表示された4Dフォーム上の

4D Live Windowプラグインエリアです: 
 

 



 
結果、4D Live Windowを使用するための擬似コードは、2つの手続きからなることになり

ます: 
 
1. データベースのデータをURLで利用可能なようにフォーマットする 
2. 結果URLを使用してWebSetURLをコールする 
 
これは前述のGoogle Mapの例題で使用されたテクニックです。そしてこれから説明する例

題も同じテクニックを使用することになります。 
 
Example 2: Fedex Tracking Information 
 
Google Mapsの例題とまったく同じコンセプトを次の例題、データベースの問い合わせ番号

を使用してFedexのWebサイトで荷物を追跡する例題に適用することができます。 
 
Google Mapの例題と同様、Fedex URL情報にデータベースのデータを埋め込み、フォーマ

ットされたURLを返すプロジェクトメソッドを使用します。このメソッドはGetFedexURLと
いう名前で、コードは以下のとおりです: 
 
$URL:="http://fedex.com/Tracking?ascend_header=1&clienttype=dotcom&cntry_code=us&la 
nguag"+"e=english&tracknumbers=" 
$address:=[Inventory]TrackingNo 
$URL:=$URL+$address 
$0:=$URL 
 
データベースのデータをFedexのURLにリンクするのは簡単なので、GetFedexURLは短いも

のになっています。必要なことは問い合わせ番号をFedex URLの最後に加えることです。 
 
GetFedexURLから返された有効なURLを使用してWebSetURLをコールした結果は以下のよ

うになります: 
 

 
 
 



Example 3: UPC Lookup 
 
品物の在庫管理において、バーコードで品物の管理をすることができれば効率的です。次の

例題ではUPCDatabase.comをバーコードを使用して検索します。URLを構築する

GetUpcURLプロジェクトメソッドは以下のとおりです: 
 
$URL:="http://www.upcdatabase.com/item.asp?upc=" 
$UPC:=[Inventory]UPC 
$URL:=$URL+$UPC 
 
$0:=$URL 
 
Fedexの例のように、URLを構築するメソッドは非常に単純です。バーコード番号が

UPCdatabase.com URLの最後に付加されます。 
 
Web_SetURLを実行した結果は以下のようになります: 
 

 
 
 
Conclusion 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 
4D Live Windowを使用してMashupを作成することは、通常のURL文字列を使用してWeb
サイトを呼び出すことであり、非常に簡単な作業です。きちんと定められた定義があれば、

データベースのデータをそれに埋め込むだけです。このテクニカルノートの例題では、4Dデ

ータベースのウィンドウに4D Live Windowエリアを組み込む、コンセプト実証のための実

際の方法をお見せしました。デベロッパは4D Live Windowプラグインを使用して、Mashup
の世界においてより創造的で革新的な方法を発見することができるでしょう。 
 



Command List Reference 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

 
Web_SetURL 
 
Web_SetURL (Area; URL; MacOSPath) → error code 
 
Parameter Type  Description 
Area Longint → 4D Live Windowエリア 
URL Text → フルURL (http://www.4d.com/) 
MacOSPath Longint → 0: URL 

1: ローカルファイルパス 
Windowsでは使用しない 

Function Result Longint ← エラーコード (0 = エラーなし) 
 
Web_SetURLはエリアに対して通常最初に発行するコマンドです。開くURLやドキュメント

を指定します。URLは完全に有効なURLでなければなりません。(i.e. http://www.4D.com 
or file:///C:/my%20Document.pdf) 
 
Mac OS上では、ファイル名は有効なUnixパス名でなければなりません: 
 
file://localhost/Users/thomas/Documents/image%C3.jpg. 
 
2バイト文字や8-bit文字、空白のような特別文字はエンコードしなければなりません。無効

な文字はクラッシュの原因となります。 
 
MacOSPath引数は自動でファイルパスをエンコードします。

"MyDisk:Users:thomas:Documents:image.jpg”のようなHFSパスを使用するには、1を
渡します。 
 
Windowsでは"C:¥my Document.pdf"や"Straße.jpg"のような、エンコードなしの実際の

ファイル名を受け入れます。また"www.4D.com"のような単純なURLも利用可能です。ただ

し完全なパスを指定することをお勧めします。 
 
Function result 
コマンドの実行に成功すると0を返します。0以外の値が返った場合はエラーがあったことを

示します。 
 
 
Web_GetURL 
 
Web_GetURL (Area; URL) → error code 
 
Parameter Type  Description 
Area Longint → 4D Live Windowエリア 
URL Text → 現在のURL 
Function Result Longint ← Error code (0 = エラーなし) 
 
Web_GetURLコマンドは現在表示されているURLを返します。 
 
Function result 
コマンドの実行に成功すると0を返します。0以外の値が返った場合はエラーがあったことを

示します。 



 
Web_Back 
 
Web_Back (Area) → error code 
 
Parameter Type  Description 
Area Longint → 4D Live Windowエリア 
Function Result Longint ← エラーコード (0 = エラーなし) 
 
Web_Backコマンドは、ブラウザの「戻る」機能を呼び出し、前に表示されていたURLをロ

ードします。 
 
Function result 
コマンドの実行に成功すると0を返します。0以外の値が返った場合はエラーがあったことを

示します。 
 
Web_Forward 
 
Web_ Forward (Area) → error code 
 
Parameter Type  Description 
Area Longint → 4D Live Windowエリア 
Function Result Longint ← エラーコード (0 = エラーなし) 
 
Web_Forwardコマンドは、ブラウザの「進む」機能を呼び出します。「戻る」機能が呼び

出されていない場合、このコマンドは何も行いません。 
 
Function result 
コマンドの実行に成功すると0を返します。0以外の値が返った場合はエラーがあったことを

示します。 
 
Web_GetContent 
 
Web_GetContent (Area; content) → error code 
 
Parameter Type  Description 
Area Longint → 4D Live Windowエリア 
Content Blob → ページの内容 
Function Result Longint ← エラーコード (0 = エラーなし) 
 
Web_GetContentコマンドはメインフレーム中のコンテンツをBlobに返します。 
 
Function result 
コマンドの実行に成功すると0を返します。0以外の値が返った場合はエラーがあったことを

示します。 
 
Web_SetPreferences 
 
Web_SetPreferences (Area; Selector; NumValue, StringValue) → error code 
 
Parameter Type  Description 
Area Longint → 4D Live Windowエリア 



Selector Longint → 環境設定セレクタ 
NumValue Longint → 設定する数値 
StringValue Alpha → 設定する文字列値 
Function Result Longint ← エラーコード (0 = エラーなし) 
 
Web_SetPreferencesコマンドを使用して4D Live Windowの動作を変更することができ

ます。 
 
Release 1.0では4番目の引数StringValueは使用されていません。将来の互換性のため常に

""を渡してください。 
 
Notes: 
(1) Web_kResize Mac OSのみ: プラグインエリアがリサイズされると、いくつかのWeb
サイト(特にmaps.google.com) において、JavaScriptを使用していくつかの要素の再配置

が行われます。これが原因でクラッシュが発生することがあります。この現象を避けるには、

ブラウザエリアをリサイズ不可に設定してください。 
 
(2) いかなる場合でも、(ウィンドウが開かれてからWebサイトが読み込まれる前に) それが

はじめに表示されるときを除き、Mac上でブラウザエリアは自動でリサイズされません。

JavaScriptなしのHTMLやPDFファイルなどを表示するときは、このオプションを使用した

リサイズ機能が使用できるかもしれません。そのような場合、あなたはエンドユーザに対し

URLの入力を禁止すべきです。このオプションはWindowsでは効果ありません。  
 
(3) Web_kVisible 4DのSET VISIBLEコマンドはブラウザエリアを完全には非表示にしま

せん。なぜならブラウザはマウスオーバーやJavScriptなど再描画を起こすイベントに直接応

答するからです。そのためブラウザエリアの表示/非表示を切り替えるにはSET VISIBLEと
Web_SetPreferences両方を使用する必要があります。 
 
Function result 
コマンドの実行に成功すると0を返します。0以外の値が返った場合はエラーがあったことを

示します。 
 
Example 
$err:=Web_SetPreferences(mybrowser; 1; 1; "") ` to enable resizing 
 
Error Codes 
 
4D Live Windowプラグインのすべてのコマンドは、実行に成功すると0を返します。 
 
返される可能性のあるエラーコードは以下のとおりです: 
-15001 指定されたエリアは4D Live Windowエリアではありません。 
-15002 無効な引数が渡されました。 
-15003 内部エラー 


